














































































































































































































































































































宇那木正寛（監修）『所有者不明空家の行政代執行 ― 現場担当者の経験に学ぶ ― 』（第一法規、2019
年）においても詳しく紹介されている。］
岡山行政法実務研究会
－51－
板
橋
区
都
市
整
備
部
建
築
指
導
課
長
田
島
健
「空
き
家
の
⾏
政
代
執
⾏
の
実
務
（
⾏
政
代
執
⾏
の
現
場
か
ら）
」
板
橋
区
⾏
政
代
執
⾏
に
つ
い
て
板
橋
区
の
空
き
家
の
状
況
平
成
２
５
年
及
び
平
成
３
０
年
住
宅
・土
地
統
計
調
査
よ
り
（
総
務
省
統
計
局
）
平
成
２
５
年
平
成
３
０
年
総
住
戸
数
：
３
０
５
，
３
７
０
戸
⇒
総
住
戸
数
：
３
３
６
，
２
８
０
戸
空
き
家
戸
数
：
３
４
，
８
１
０
戸
⇒
空
き
家
戸
数
：
３
６
，
６
４
０
戸
空
き
家
率
：
１
１
．
４
％
⇒
空
き
家
率
：
１
１
．
９
％
（
東
京
都
の
平
均
１
１
．
１
％
）
⇒
（
東
京
都
の
平
均
１
０
．
６
％
）
人
口
(H
30
.4
.1
時
点
)
５
６
３
，
０
８
７
人
面
積
３
２
．
２
２
ｋ
㎡
板
橋
区
の
概
要
「板
橋
区
の
取
組
み
」
（
資
料
１
）
（
資
料
２
）
（
資
料
３
）
（
資
料
４
）
「臨床法務研究」第23号
－52－

平
成
２
５
、２
６
年
度
「⽼
朽
建
築
物
等
実
態
調
査
」
空
き
家
や
老
朽
建
築
物
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
実
態
を
把
握
す
る
た
め
実
施
危
険
度
危
険
度
の
説
明
空
家
空
家
以
外
の
建
築
物
危
険
度
別
件
数
A
危
険
接
道
の
有
無
20
7
な
し
あ
り
計
な
し
あ
り
計
35
83
11
8
19
70
89
B
や
や
危
険
35
4
50
1
85
5
C
安
全
70
6
17
,6
85
18
,3
91
D
⽼
朽
化
な
し
34
7
57
,0
68
57
,4
15
合
計
1,
52
5
75
,3
43
76
,8
68
※
実
態
調
査
で
は
対
象
建
築
物
を
3
階
以
下
の
住
宅
な
ど
小
規
模
な
建
築
物
に
絞
り
、
か
つ
戸
数
で
は
な
く
棟
数
よ
っ
て
整
理
し
て
い
る
点
で
H
2
5
年
度
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
と
の
数
値
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
実
態
調
査
の
結
果
期
間
平
成
2
8
年
度
か
ら
平
成
3
7
年
度
対
象
区
域
板
橋
区
内
全
域
目
標
値
危
険
度
Ａ
は
全
部
解
消
危
険
度
Ｂ
は
件
数
の
減
少
成
果
指
標
現
状
値
目
標
値
⽼
朽
建
築
物
等
の
件
数
（
危
険
度
Ｂ
・Ｃ
）
19
,2
46
件
（
減
少
）
危
険
な
⽼
朽
建
築
物
等
の
件
数
(危
険
度
Ａ
)
20
7件
０
件

平
成
２
７
年
度
「板
橋
区
⽼
朽
建
築
物
等
対
策
計
画
２
０
２
５
」
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
、
空
き
家
と
居
住
の
あ
る
老
朽
化
し
た
建
築
物
の
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
実
施
体
制
や
取
組
み
を
定
め
、
問
題
解
決
を
図
る
た
め
策
定
（
資
料
５
）
（
資
料
６
）
（
資
料
７
）
（
資
料
８
）
岡山行政法実務研究会
－53－
「板
橋
区
⽼
朽
建
築
物
等
対
策
検
討
会
議
」
庁
内
の
関
係
部
署
で
組
織
す
る
会
議
「板
橋
区
⽼
朽
建
築
物
等
対
策
協
議
会
」
外
部
の
学
識
経
験
者
等
で
組
織
す
る
会
議
「⽼
朽
建
築
物
等
対
策
専
門
家
派
遣
⽀
援
事
業
」
利
活
用
を
は
じ
め
、
修
繕
・
改
修
か
ら
建
替
え
等
。
所
有
者
の
問
題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
専
門
家
を
派
遣

平
成
２
８
年
度
「板
橋
区
⽼
朽
建
築
物
等
対
策
条
例
」
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
家
等
及
び
居
住
の
あ
る
老
朽
建
築
物
に
つ
い
て
「
指
導
」
「
助
言
」
「
勧
告
」
「
命
令
」
な
ど
の
措
置
を
規
定
し
老
朽
建
築
物
対
策
の
実
行
性
を
高
め
る
た
め
制
定
「⽼
朽
建
築
物
等
除
却
費
助
成
事
業
」
特
定
空
家
等
や
特
定
老
朽
建
築
物
に
認
定
し
た
建
築
物
の
除
却
費
用
の
一
部
を
助
成
・
接
道
敷
地
補
助
率
５
/
１
０
、
上
限
額
１
０
０
万
円
・
無
接
道
敷
地
補
助
率
８
/
１
０
、
上
限
額
２
０
０
万
円
（
資
料
９
）
（
資
料
10
）
（
資
料
11
）
（
資
料
12
）
「臨床法務研究」第23号
－54－
「板
橋
区
の
⾏
政
代
執
⾏
」
片
付
け
作
業
後
Ｈ
27
年
度
片
付
け
作
業
前
Ｈ
27
年
度
現
地
の
状
況
Ｈ
18
年
度
対
応
の
経
過

平
成
7年
度
〜
平
成
27
年
度
・
地
域
住
民
か
ら
陳
情
を
受
け
、
関
係
部
署
が
連
携
し
て
所
有
者
へ
指
導
等
を
実
施
・
所
有
者
へ
の
説
得
お
よ
び
警
察
の
協
力
に
よ
り
、
敷
地
外
に
(
私
道
)
は
み
出
し
た
廃
棄
物
を
本
人
の
同
意
を
得
て
一
部
撤
去
平
成
1
8
年
度
、
平
成
2
7
年
度
に
実
施

平
成
27
年
度
所
有
者
が
死
亡
し
空
き
家
と
な
り
建
築
指
導
課
が
引
き
継
ぎ
対
応
・
現
地
調
査
や
所
有
者
の
親
族
関
係
者
調
査
を
実
施
・
家
庭
裁
判
所
へ
相
続
放
棄
お
よ
び
限
定
承
認
申
述
の
有
無
（
照
会
）
・
相
続
放
棄
お
よ
び
相
続
人
の
死
亡
を
確
認
（
資
料
13
）
（
資
料
14
）
（
資
料
15
）
（
資
料
16
）
岡山行政法実務研究会
－55－
相
続
関
係
者
の
調
査
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
本
人
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
死
亡
死
亡
死
亡
死
亡
死
亡
放
棄
放
棄
放
棄
放
棄
放
棄
道
路
道
路
擁
壁
【Ａ
-Ａ
´断
面
図
】
更
地高
低
差
約
３
Ｍ
対
象
地
対
象
地
ＡＡ
´
擁
壁
建
基
法
42
-1
-5
道
路
Ｎ
建
基
法
42
-1
-5
道
路
→
更
地
ア
パ
ー
ト
更
地
住
宅
住
宅
【平
面
図
】
住
宅
住
宅
現
地
の
状
況
建
物
構
造
：
木
造
2
階
建
（
昭
和
3
3
年
建
築
）
延
床
面
積
：
約
4
1
.
0
1
㎡
(
1
階
2
8
.
6
2
㎡
2
階
1
2
.
3
9
㎡
)
敷
地
面
積
：
約
1
7
1
.
2
3
㎡
所
在
地
：
東
京
都
板
橋
区
内
某
所
接
道
状
況
：
無
接
道
周
辺
状
況
：
住
宅
地
残
置
物
量
：
約
4
3
0
㎥
（
約
1
3
0
ｔ
）
道
路
側
敷
地
入
口
（
資
料
17
）
（
資
料
18
）
（
資
料
19
）
（
資
料
20
）
「臨床法務研究」第23号
－56－
建
物
の
状
況
隣
地
建
物

敷
地
北
側
か
ら
敷
地
の
南
側
か
ら
建
物
傾
斜
約
11
°(
最
大
)

隣
接
地
との
境
界
敷
地
内
の
ご
み
の
堆
積
状
況
隣
地
建
物
建
物
内
へ
の
侵
入
が
不
可
能
な
状
況
草
木
の
繁
茂
現
地
調
査
（
資
料
21
）
（
資
料
21
）
（
資
料
22
）
（
資
料
24
）
岡山行政法実務研究会
－57－
①
廃
棄
物
が
多
く
敷
地
内
や
建
物
内
部
の
立
入
調
査
が
非
常
に
困
難
②
建
物
は
著
し
く
傾
斜
し
て
お
り
、
山
積
し
た
廃
棄
物
が
２
階
部
分
を
支
え
て
い
る
よ
う
な
状
況
③
廃
棄
物
等
の
腐
敗
が
進
行
し
、
悪
臭
の
発
生
緊
急
安
全
対
策
工
事
の
実
施

平
成
28
年
3月
実
施
内
容
侵
入
防
止
用
仮
囲
い
設
置
｢
老
朽
危
険
建
築
物
等
に
係
る
緊
急
安
全
対
策
工
事
実
施
要
綱
｣
実
施
目
的
侵
入
、
廃
棄
物
の
増
加
、
放
火
等
の
危
険
性
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
。
工
事
費
用
約
３
０
万
円
工
事
契
約
主
管
課
契
約
（
建
築
指
導
課
）
予
算
当
初
予
算
④
蚊
な
ど
の
虫
が
大
量
発
生
⑤
放
火
に
よ
る
出
火
・
周
囲
へ
の
延
焼
の
可
能
性
⑥
不
法
投
棄
さ
れ
残
置
物
の
量
が
増
加

仮
囲
い
設
置
前
仮
囲
い
設
置
後
（
資
料
25
）
（
資
料
27
）
（
資
料
26
）
（
資
料
28
）
「臨床法務研究」第23号
－58－
⾏
政
代
執
⾏
の
検
討

平
成
28
年
4月
行
政
代
執
行
実
施
に
向
け
た
検
討
の
開
始

⾏
政
代
執
⾏
に
着
⼿
で
き
な
か
った
理
由
①
ご
み
屋
敷
に
関
す
る
条
例
が
板
橋
区
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
②
所
有
者
の
財
産
権
の
侵
害
に
当
た
る
可
能
性
を
危
惧
し
た
。
③
リ
ス
ク
を
検
討
す
る
判
断
材
料
(
代
執
行
事
例
等
)
な
か
っ
た
。
①
⾏
政
代
執
⾏
②
略
式
代
執
⾏
③
管
理
人
の
み
選
任
財
産
管
理
人
申
⽴
す
る
申
⽴
しな
い
申
⽴
す
る
ご
み
の
判
断
管
理
人
区
管
理
人
費
用
請
求
請
求
す
る
請
求
しな
い
請
求
す
る
跡
地
管
理
管
理
人
区
管
理
人
総
合
判
断
・ご
み
を
管
理
人
に
判
断
して
も
らえ
る
。
・費
用
回
収
に
先
取
り特
権
が
あ
る
。
・空
家
特
措
法
の
⼿
続
き
を
⾏
うた
め
代
執
⾏
ま
で
時
間
が
か
か
る
。
・総
合
判
定
︓
◎
・ご
み
を
区
が
判
断
す
る
た
め
、時
間
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
。
・費
用
回
収
の
相
⼿
が
い
な
い
。
・代
執
⾏
を
⾏
うま
で
に
か
か
る
時
間
は
短
い
。
・総
合
判
定
︓
△
・管
理
人
の
対
応
次
第
とな
り解
決
が
進
ま
ず
に
、今
の
状
態
が
放
置
され
る
可
能
性
が
あ
る
。
・費
用
は
最
も
少
な
い
。
・総
合
判
定
︓
○
※
総
合
判
断
：
◎
＞
○
＞
△

検
討
事
例
(複
数
の
パ
ター
ンを
検
討
）

⾏
政
代
執
⾏
着
⼿
に
向
け
た
検
討
事
項
①
空
家
等
と
な
っ
た
こ
と
で
空
家
特
措
法
の
活
用
。
行
政
代
執
行
o
r
 
略
式
代
執
行
②
相
続
財
産
管
理
人
制
度
の
活
用
。
ご
み
o
r
 
財
産
区
が
申
立
て
可
能
か
？
③
想
定
で
き
る
リ
ス
ク
の
洗
出
し

相
続
財
産
管
理
人
制
度
の
活
用
区
が
申
立
て
の
利
害
関
係
⼈
に
な
る
か
？
緊
急
安
全
対
策
工
事
の
実
施
に
よ
り
区
は
債
権
を
有
し
て
い
る
区
が
利
害
関
係
⼈
に
な
り得
る
と判
断
した
（
資
料
29
）
（
資
料
31
）
（
資
料
30
）
（
資
料
32
）
岡山行政法実務研究会
－59－

申
⽴
書
の
作
成
建
築
指
導
課
と
し
て
初
め
て
。
行
政
代
執
行
を
前
提
と
し
た
申
立
は
区
内
で
も
初
め
て
。
法
規
担
当
部
署
と
相
談
し
な
が
ら
区
が
希
望
す
る
内
容
や
想
定
す
る
流
れ
を
考
え
申
立
て
理
由
書
を
作
成
。
④
空
家
特
措
法
を
根
拠
と
し
た
行
政
代
執
行
に
よ
る
本
物
件
の
除
去
及
び
本
件
廃
棄
物
の
処
理
。
⑤
建
物
の
除
却
及
び
廃
棄
物
処
理
の
実
施
後
、
当
該
地
を
売
却
等
を
実
施
。
そ
こ
か
ら
費
用
を
回
収
す
る
。

想
定
した
流
れ
①
相
続
財
産
管
理
人
の
申
立
。
②
予
納
金
支
払
い
。
③
相
続
財
産
管
理
人
に
行
政
代
執
行
に
向
け
た
手
続
き
実
施
。

平
成
28
年
7
月
中
旬
東
京
家
庭
裁
判
所
へ
申
立
書
送
付
9
月
上
旬
予
納
金
納
付
に
つ
い
て
連
絡
あ
り
予
納
金
額
1
0
0
万
円
1
0
月
中
旬
予
納
金
振
込
1
0
月
下
旬
相
続
財
産
管
理
人
選
任
補
正
予
算
申
⽴
か
ら選
任
ま
で
の
期
間
（
資
料
33
）
（
資
料
35
）
（
資
料
34
）
（
資
料
36
）
「臨床法務研究」第23号
－60－
⾏
政
代
執
⾏
の
⼿
続
き

平
成
28
年
8
月
特
定
空
家
等
に
認
定
1
1
月
指
導
書
、
勧
告
書
1
2
月
命
令
書
(
掲
示
板
に
告
示
、
標
識
設
置
、
区
Ｈ
Ｐ
掲
載
)
戒
告
書
、
代
執
行
令
書

平
成
29
年
1
月
1
7
日
行
政
代
執
行
実
施

⾏
政
代
執
⾏
費
用
（
補
正
予
算
）
建
築
物
解
体
等
工
事
¥
1
9
,
8
0
0
,
0
0
0
－
残
置
物
処
理
（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
・
処
理
）
¥
2
,
0
0
0
,
0
0
0
－
相
続
財
産
管
理
人
費
用
¥
4
,
0
0
4
,
0
0
0
－
合
計
¥
2
5
,
8
0
4
,
0
0
0
－
解
体
等
工
事
に
つ
い
て

平
成
28
年
1
0
月
上
旬
報
道
発
表
の
時
期
や
内
容
等
を
庁
内
の
関
係
部
署
と
打
合
せ
を
開
始
1
2
月
下
旬
近
隣
へ
工
事
概
要
の
説
明

平
成
29
年
1
月
1
3
日
報
道
発
表
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
の
複
数
の
報
道
機
関
に
連
絡
報
道
機
関
へ
の
対
応

建
築
物
解
体
等
工
事
の
執
⾏
委
任
工
事
執
行
委
任
営
繕
課
（
現
:
施
設
経
営
課
）
に
執
行
委
任
工
事
概
要
建
築
物
解
体
工
事
、
一
般
廃
棄
物
分
別
・
積
込
み
（
資
料
37
）
（
資
料
39
）
（
資
料
38
）
（
資
料
40
）
岡山行政法実務研究会
－61－

建
築
物
解
体
等
工
事
以
外
の
廃
棄
物
処
理
建
築
物
解
体
等
工
事
以
外
の
敷
地
内
残
置
物
は
、
一
般
家
庭
ご
み
が
大
半
を
占
め
て
い
た
の
で
「
一
般
廃
棄
物
」
と
し
て
処
分
し
た
。
代
執
⾏
宣
⾔
読
上
げ
取
材
対
応

代
執
⾏
初
⽇
平
成
29
年
1月
17
⽇
代
執
⾏
宣
⾔
読
上
げ
直
前
【初
⽇
の
執
⾏
体
制
】
広
聴
広
報
課
営
繕
課
清
掃
リサ
イク
ル
課
清
掃
事
務
所
建
築
指
導
課
高
島
平
警
察
施
工
業
者
⾏
政
代
執
⾏
の
実
施
⼿
作
業
に
よ
る
分
別
侵
入
防
止
用
仮
囲
い
撤
去
（
資
料
41
）
（
資
料
43
）
（
資
料
42
）
（
資
料
44
）
「臨床法務研究」第23号
－62－
小
型
重
機
に
よ
る
解
体
清
掃
⾞
へ
の
積
込
み
解
体
作
業
の
状
況
遺
品
等
の
保
存
・記
録
ご
み
の
分
別
及
び
遺
品
等
捜
索
の
判
断
基
準
の
掲
⽰
解
体
、ご
み
処
分
後
の
状
況
（
資
料
45
）
（
資
料
47
）
（
資
料
46
）
（
資
料
48
）
岡山行政法実務研究会
－63－
防
草
シ
ー
ト＋
木
杭
設
置
状
況
平
成
29
年
3月
相
続
財
産
管
理
人
へ
の
請
求
の
申
出
平
成
29
年
８
月
代
執
行
費
用
費
用
（
強
制
徴
収
公
債
権
）
…
納
付
命
令
書
緊
急
安
全
対
策
工
事
費
用
(
私
債
権
）
…
…
納
付
通
知
書
費
用
の
請
求
代
執
⾏
終
了
宣
⾔
出
入
口
フェ
ンス
設
置
状
況
平
成
30
年
12
月
相
続
財
産
管
理
人
か
ら配
当
弁
済
の
提
⽰
請
求
額
（
債
権
額
）
・
緊
急
安
全
対
策
工
事
費
約
3
0
万
円
・
代
執
行
費
用
約
2
,
0
7
0
万
円
請
求
金
額
の
約
7
5
％
の
配
当
平
成
31
年
3月
「権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
」
議
会
で
議
決
費
用
の
回
収
（
資
料
49
）
（
資
料
51
）
（
資
料
50
）
（
資
料
52
）
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①
行
政
代
執
行
ま
で
の
調
査
、
庁
内
調
整
、
そ
の
他
の
準
備
等
非
常
に
手
間
と
時
間
が
か
か
る
。
②
法
規
担
当
部
署
と
の
相
談
が
必
要
で
あ
る
。
③
行
政
代
執
行
後
の
費
用
回
収
に
関
す
る
判
断
⾏
政
代
執
⾏
の
課
題
（
資
料
53
）
